













































































g 1'i →| ミロク | ← I 5![;旦
蘇塗 村 寺院
41よ国における築者の仏教民俗のとらえ方は f]，W塗の背景論」ともいいたい。
仏教が韓国に定着することが可能だったのは蘇診の氏(1~ という 土着信仰の背去があったか
らである。 ltj，:午塗の民俗は料国民族の岡有mlfpとしてljりtげることができ る。ただこの回
有信仰は十911J:I国男の固有信fpとは異なるのである。(JjIlElIの町有ledCJIは日本人の心のrt'に存
在している核のようなものであるが、 l保塗の民俗という半年国人の固有信仰は料国人の心の
!な辺に位置している背景である。その背景には大木 ・巨石・長竿のような背景要素があり、
その背景要素とそれをめぐる信仰行為は他の宗教が導入したときの媒介役割をしたのであ
る。つまり、蘇塗に存在する背景要素と、信仰儀礼は他の宗教を受け入れる要因になった
のである。 これが弥助から「ミロク」になる過程でもある。筆者はこのような蘇塗の民俗
は時国人の固有信仰であり、韓国仏教民俗の背景になるため、「蘇塗の背景論Jを斡国の仏
教民俗の一側面として本論文を通して論じたのである。
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